
 

 
人工芝を上手に敷く方法をご紹介いたします。 

皆さんのお庭で楽しい人工芝ライフをお過ごしください！！ 
 

施工に必要な主な道具 
人工芝      防草シート      角 Uピン     ジョイントテープ   

  

 

 

 

          ハンマー      ハサミ        カッター        スコップ 

   

 

 

 

 養生テープ     メジャー         油性マジック       レンガなど 

 

 

 

 

            木の板など 

 

 

              

 

 

今回使用している人工芝は、株式会社ラルブルのオリジナル商品『L’Arble Gazon 35』です。 

高品質で耐久性が良く、芝丈も 35㎜とボリュームがあるので肌触りも抜群です。 

お庭の印象も一段と明るくなり、居心地の良い空間を演出してくれます。 

商品については、楽天や BASEでの販売も行っておりますので是非ご覧ください！！ 

 

 

 

 

 

 

※小さいスコップでも OK! 
※刃の厚いものをご使用ください。 

※転圧ローラーがない場合ご準備ください。 

※山砂・珪砂 

（駐車場など人工芝に負荷がかかるところへ敷く場合はご準備ください。）  

 

ホームページ 

Instagram 

Facebook 

楽天市場 

BASE 

＜QRコード＞ 

※土を均すのに使用します。 



 

施工手順 

①整地 

まず、施工後に凸凹ができないよう、雑草や石を綺麗に取り除きます。雑草や木の根っこが残った 

ままだと再び生えてくる可能性がありますので、際の方まで出来る限り取り除いてください。スコッ 

プを使うとしっかり根っこまで取り除くことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に、土をならしていきます。トンボがなければ木の板を使って土を平らにならして下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

出来たら、次に転圧していきます。専用の機械がない場合はレンガや足でしっかりと踏みつけて平ら 

にします。この時にしっかり叩いて固く平らにしておかないと、人工芝を敷いたときに凸凹になり、 

後々水たまりができる原因になりますので注意してください。 

また、この時に土の高さなども見ないといけません。水が流れるように排水勾配にも注意しながら、 

高い所は土を削って、低い所には土を足してから、しっかりと際まで転圧してください。 

※排水口やマンホールなどがある場合には、排水口などの高さギリギリで整地してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

可能であれば、転圧ローラーを使って作業を行った方が失敗がなく、人工芝の持ちもよくなるので、 

専門業者に頼んでやってもらうのが良いかと思います。 

当社も整地までの作業を行っておりますので、お気軽にご相談下さい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

★ 応 用 編 ★ 

②防草シートを敷く 

転圧作業が終わったら、防草シートを約 5㎝重ねて敷き、重なっている部分を角 Uピンで約 1ｍ間隔に 

打ち込んでいきます。シートの端も剥がれないように同様に止めておきましょう。 

※角 U ピンを打つ際は、近くに配管などがないか確認して行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

柱などの障害物がある場合は、まず横を柱の角までカッターで切れ目を入れていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

切れ目が入ったら、内側に織り込み角 Uピンで止めます。 

 

 

 

 

 

 

 

難しい場合は、マジック等で印をつけてから切ると失敗せず行えます。万が一切りすぎてしまったら養

生テープで補修してあげてください。 

 

POINT!! 

防草シートは、隙間ができてしまうとそこから雑草が生えて 

きてしまうので、なるべく隙間を作らないように施工しましょう。 

角 Uピンで仮止めをしておくとシートがずれません。 



 

 

 

    

 

★ 応 用 編 ★ 

③人工芝を敷く 

まずは全体に仮敷きで敷いていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

POINT!! 

人工芝同士の隙間が広いと、つなぎ目がきれいに仕上がりませんので、なるべく隙間を作らないように 

気つけましょう！ 

人工芝には葉の向きがありますので、向きが同じになるように張ってあげると見栄えが良くなります！ 

 

 

柱などの障害物がある場合は、マジック・定規・はさみ(カッター)を使って施工していきます。 

※この時に、人工芝が浮いていたり、隙間があると最後に上手くはまらなくなるので注意してください。 

 

まずは、人工芝と柱の境目にマジックで線を入れ目印を付けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に、柱の縦横の長さを測り人工芝に切り込みの線を付けていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

    

 

 

 

印をつけたところをはさみで慎重に切っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

出来たら反対側も切っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後に残った部分を切っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

←両端が切れた状態 



 

④ 人工芝同士をつなぎ合わせる 

人工芝同士を合わせた時に芝目が巻き込まれないように、養生テープで片方の端を養生します。 

これをすることで、つなぎ目がきれいに仕上がります！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に、ジョイントテープの真ん中が人工芝の境目になるようにセットします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

あとは、ジョイントテープの剥離紙を半分剥がして、片方の人工芝を接着してください。 

 

 

 

 

 

 

 

POINT!! 

ジョイントテープの剥離紙が半分ずつ剝がせないタイプの場合は、カッターで真ん中に切り込みを入れ 

ておくとやりやすいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

次に、残った剥離紙を剥がして、もう片方の人工芝を隙間ができないように注意しながら元に戻して接 

着します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

貼り付けたところを抑えながら剥離紙を剥がしていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

接着が終わったら養生テープを剝がし、つなぎ目を撫でながらなじませていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

そうすると自然な仕上がりになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芝が巻き込まれません 



 

⑤ 人工芝を角 Uピンで固定する 

人工芝がずれないように、外周とつなぎ目を釘で止めていきます！ 

外周は大体 30㎝程度の等間隔で固定していきます。 

 

＜角 Uピンを打つ手順のイメージ図＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ～⑩の順番で釘を打っていくと人工芝がずれる心配がありません。 

※外周にエクステリアなどの障害物による切込みを入れている場合は、 

そこを出発点として角 Uピンで固定して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

約 30㎝ 

①  

③  ②  

④  

⑥  ⑤  

⑦  

⑧  ⑨  

⑩  

＜外周の打ち込み方＞ ＜つなぎ目の打ち込み方＞ 



 

POINT!!  

地面から 2㎝ぐらいのところまで打ち込んだら、芝をしっかりとかき分けます。 

 

 

 

 

 

 

芝を巻き込んでしまわないように軽く抑えながら釘を最後まで打ち込みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

打ち込んだところを軽く撫でながらなじませていくと、きれいに仕上がります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

釘の先が開いた状態で打ち込んで

しまうと最後まで打ち込めなくな

ってしまうので、真っすぐになる

ように軽く締めであげるときれい

に入りますよ！！ 



 

もし、施工した場所が車などの負荷がかかるところであれば、人工芝の上に砂をまいて根元にすき込ん 

であげると、人工芝の根元が傷みにくくなり、長持ちさせることができます。砂を入れる事で芝が寝にく 

くなる為、見た目も良くなります。人工芝の上で子どもさんを遊ばせたり、スポーツを楽しみたい方は、 

ゴムチップを入れてあげる事でクッション性が増すので、より安全に楽しむことが出来るのでおススメで 

す。 

 

 

 

⚫  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お庭で楽しい人工芝ライフをお過ごしください！！ 


